
 テーマ      『アピールだけでない！メーカーの環境負荷低減活動』 

        
 

 主催   株式会社日本ビジネスクリエイト 
  共催   アスプローバ株式会社  
  後援   追手門学院大学 経営学部マーケティング学科 講師・博士（商学） 宮﨑  崇将 

 開催日時・場所 
     日時 ： ２０１６年 １１月１８日（金）  １４：００～１7：００  
     場所 ： 追手門学院  大阪梅田サテライト・ 阪急ターミナルビル16階 （裏面の地図参照） 

 参加料  無料 

 申し込み方法   裏面の参加申込票に必要事項を明記の上、eメールまたはFAXにてお申し込み下さい。 

 プログラム 
 

１． １４：００～１４：２０  会社紹介・セミナー開催趣旨説明 

２． １４：２０～１５：１０  「 （仮題）バイオディーゼルがつなぐ異業種荷主タイアップ 

                                                    （環境CSRに潜在する知られざるコストパフォーマンス）」 

              株式会社レボインターナショナル 上森 英孝氏 

       １５：１０～１５：２５  休憩 

３． １５：２５～１６：１５  「（仮題）蛍光灯リサイクルシステム構築によるＬＥＤ照明機器の拡販支援」 

              DHLサプライチェーン株式会社 武田 政己氏 

４． １６：１５～１７：００  ディスカッション 

企業の社会的責任が問われる現代において、環境負荷低減と経営効率向上の両立を達成した事例
を取り上げ、達成できた理由を、メーカーの考え方や関係者の協力等について、お話し頂きます。 

製造業向け「ものづくりアドバンス」研究セミナー 
2016年度 

第3回セミナー開催 
『アピールだけでない！メーカーの環境負荷低減活動』 

 今、ビジネスに大きな変化が起きようとしています。TPPに代表されるFTAやWTOの拡大は、国境の壁をます
ます消失させ、市場はますますグローバル化を加速しています。一方で、近年世界経済をリードしていた中国
の成長も鈍化し、過剰設備の問題が顕在化する中で、グローバル市場をめぐる競争を勝ち抜くためにはどうす
べきか、岐路に立たされています。 

 他方、近年耳目を集めているのが、飛躍的に発展した人工知能やIoTを活用した「新産業革命」「インダスト
リー4.0」と称されるプロセスイノベーションです。無人工場やドローンなどSF的な世界が現実のものになろうとし
ています。他にも3DプリンタやFinTechは既存のビジネスプロセスを大きく変化させる可能性を秘めています。 

 日本企業は、このようなエポックメイキングな事態に直面する中で、如何に変化に適応し、企業としての能力を
より一層向上させていくかが問われています。 

 そこで、日本企業・日本人に眠っている潜在能力を呼び覚ますために、業種・業界を超えて、しかも製造業の
みならず、流通業も同じテーブルについて、ものづくりの次（いかにビジネスに繋げるのか）を目指し、双方の価
値観や実態を共有すべきではないかと考え、講演をきっかけに、お互いの意見や疑問を、気軽に話し合う場と
して、「ものづくりアドバンス研究セミナー」を発足しました。3年目となる今年度は年4回開催致します。 

 第3回は、メーカーの環境負荷低減活動を取り上げます。各企業に対する社会的責任が問われる現代では、
環境負荷低減活動がアピールを目的したものになりがちです。そんな中、環境負荷低減とコスト削減、あるいは
売上拡大を両立する事例も出てきています。そのような事例に至った経緯やメーカーの考え方、更には環境負
荷低減と経営効率の両立をどのように実現したか等について、ご紹介頂きます。本セミナーを通じて、社会的
責任とビジネス成功の両方を達成するヒントを掴んで頂ければ幸いです。 

  上記の主旨をご理解の上、皆様には積極的なご参加を検討頂きますよう、お願い申し上げます。 

2016年10月吉日 

セミナープログラム概要 



【FAX送信先】  06-4400-9020  
【E-mail送信先】  jbc_kansai-seminar@jbc-con.co.jp 

セミナー年間 日程（予定） ※隔月1回の３時間を基本に開催。金曜日を中心に開催する予定です。 

開催時間： 毎回 1４:00～17:00 を基本に開催する予定です。 

場所：梅田周辺の会議室を準備する予定です。 

No. 日程 プログラム内容 

第1回 5月13日（金） 
14:00～17:00 

 「（仮題）生産現場でのビッグデータ活用による改善活動の事例紹
介」ウイングアーク１ｓｔ株式会社   

 「（仮題）販売現場で獲得できるロー（生）データと製品開発での活
用法」株式会社キュウブリッジ  

 ディスカッション 

第2回 （仮）9月2日（金） 
14:00～17:00 

 「個別受注生産で金属製品を製造されている企業様の生産管理システ
ム導入事例、他」株式会社ケーエムケーワールド  

 「生産スケジューラの必要性とスケジューラに期待する効果」 
アスプローバ株式会社  

 ディスカッション 

第3回 11月18日（金） 
14:00～17:00 

 「（仮題）バイオディーゼルがつなぐ異業種荷主タイアップ」 
株式会社レボインターナショナル  

 「（仮題）蛍光灯ﾘｻｲｸﾙｼｽﾃﾑ構築によるＬＥＤ照明機器の拡販支援」 
DHLサプライチェーン株式会社  

 ディスカッション 

第4回 （仮）2月＊日（金） 
14:00～17:00 
【日程調整中】 

 「（仮題）」 
**株式会社  

 「（仮題）」 
**株式会社  

 ディスカッション 

事務局（日本ビジネスクリエイト内）  担当：二宮、武藤 
電話 06-4400-9010／FAX  06-4400-9020   E-mail： jbc_kansai-seminar@jbc-con.co.jp 

セミナー名 製造業向け「ものづくりアドバンス」研究セミナー第3回  2016年11月18日（金）開催 

御社名 

ご参加者氏名 所属・役職 
TEL 

E-mail 

  
  

  
  

  

  

  
  

  
  

  

  

  
  

  
  

  

  

JR大阪駅 徒歩約2分 

地下鉄御堂筋線梅田駅 徒歩約1分 

地下鉄谷町線東梅田駅 徒歩約5分 

阪神電鉄梅田駅 徒歩約5分 

追手門学院  大阪梅田サテライト 

〒530-0012  
大阪市北区芝田1-1-4 阪急ターミナルビル16階 

TEL：06-6359-2050（代） 

講演交渉中 

盛況のうちに終了いたしました。 

盛況のうちに終了いたしました。 


